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愛知縣藤岡地区粘土・珪砂鉱床調査報告

　　　安齊俊男＊山田正春＊

　　　　　　　　　　　R6sum6
Report、on　the　Fujioka　Clay　anαSilica・sanαDeposits，Aichi　Prefectu冥e

by

Toshio　Ansai＆Masaharu　Yamada

　　The　Fujioka　clay　and　silicaもand　depos玉ts　are　one　of　the　most　famous“Gairomeday”

妓eposit　in　Japan．

　　They　are　of　upper　Pli㏄ene　age　and　Ienticular　in　form　lying　lon　the　biotite　granite・

The　diameters　of　the　deposits　range　lfrom300m　to900m，the　depth　about20m，

　　About1，000tons　of　porcelain　clay　and2，500tons　of　silica－sand　are　produced　in　a　year

for　glass　industry。

　　　　　　　要　 約

藤岡村り粘土・珪砂鉱床は瀬戸市南東方15km，猿投

鶴の東麓に位する。黒雲母花崩岩を基底とする珪砂およ

び粘土暦で，藤岡本鉱体を中心とし，これを取り囲む数

個の小鉱体よりなり』おのおのは水準も異り別個の独立

堆積暦をなしている。このうち，西方の深見鉱床のみは

一木節粘土暦で，他は蛙目粘土を含む珪砂の鉱床である。

　藤岡本鉱体は北東～南西方向900m，北西～南東方向

約300mの細長いレソズ状に発達し，ほぼ水李暦をな’

し，最大20mの厚さの層に覆われている。

鉱体は中心部セ厚さ25m以上，周辺部および下孚分

は主として砂否，中央部の上牛は蛙目粘土層で，これらは

　　　　　べ互に漸移している。また木節粘土の薄暦数層をはさんで

いる。本鉱体をかこむ鉱床はいずれも直径100m内外，厚

さ最大6《’7mで蛙目粘土を混える珪砂を主体としてい

る。深見鉱床は厚さ約工mの木節粘土層で，西方に300

の傾斜を示しているが，未だ開発初期なので，粘土暦の

拡がりは確認されておらず，今後の探鉱に期待される。

　本鉱体上牛の鉱石の水簸実牧率は

　1蛙目粘f1級7％
　同　　2級7％
　同　　3級1％
　珪砂　　　50％
で，周辺および下孚では粘土実牧率はこれを下廻り，ほ

とんど珪砂鉱となる。水簸粘丑はS．K33，Fe2031．0～

1．5％，　また1珪砂は　S圭0290〆》94％，　Pe2030．03’》0・1

、％であるQ

　現在，藤岡鉱山以下9鉱山が稼行中で，

＊鉱床部

月産　水簸蛙目粘土　　　　　800t

　　　グ珪砂および珪粉2，100t

　　原土および原砂一　1，000t
で亥）る。

1．緒　 言

昭和26年11月10日～11月20日の間・愛知縣西加

茂郡藤岡村の粘土および珪砂鉱床の調査を行つた。地形

測量は徳藏勝治・桑形久夫により行われ準。

　　　　2．鉱床位置および交逼運搬

　愛知縣西加茂郡藤岡村飯野および御作にあり，瀬戸事

の南東約1駄mに当る。蓮搬は名鉄瀬戸または南寿の三

、河線広瀬まで約5km，いずれもトラックを通ずることが

できるQ

　　　　　　3．沿　 革

古くから蛙i目粘土・珪砂の産地として知られ・山内鉱

山は明治34年頃の開始といわれるQ昭和10年前後より

共立・山永・藤岡の諸鉱山も稼行され現在に至つている。　・

東側の御作寄りの方が多く採掘され，過去総出鉱量は粗

鉱として数10万tに達するものと推定される。

　　　　　　4．地　質
猿投山を中心としてこの地域一幣に広く分布する黒雲

母花歯岩を基盤とし，これを覆つて上部鮮新統または洪

積統といわれる砂暦・粘土暦および礫層の発達があるガ

藤岡村を含む地域ほ基盤の露出部分が多く，砂・粘士・礫

層はレソズ状に点々と分布し（基盤の小盆地僻沈積した

もの），このうち礫層のみの部分が比較的広く発達して
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第1圖　　位　　　置　　　圖

　4．1花商岩
　表面は著しく風化歴燭し，いわゆるサバ状を呈し，藤

岡村北東部の木瀬附近はサバを多量産出する。粘土層の

基底をなす花崩岩の1部では原岩の構造のままに長石が

白色カオリソ化し，粕藥等の陶磁器原料として利用され

ているo

　アプラィト・ペグマタ，イトの発達昧少ないが地表に近

い風化したアプライト質の部分が，同様に陶磁器原料と

して使用されている。

　4．2礫層　　’

　粘土暦・珪砂暦を覆い，または直接花崩岩を覆つて発・

蓬す為・直径10Cm以下の吉生暦跨質岩礫と，Pこれを

充める砂質粘土よりなる。厚さ最大25m程度に達し，

鉱床西方の深見附近に広く発達する。一

　4．3珪砂および粘壬層

　粘土と珪砂と判然と区別される場合は少なく，僅かに

発蓬する黒色木節粘土を除いては，蛙目粘土と珪砂とが

不規則に入り混つた状態におるd藤商鉱床を中心として

1
そ の北方地区および西方地区に発達してお軌上渡合地

　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ノ区にも稼行償値の乏しい薄層が存在する。これらのうち

粘土または珪砂として稼行贋殖の認められる・ものは・い

わゆる藤岡粘王鉱床と・その北方の飯野一御作一木瀬を

結ぶ内部の地区，および深見部落東方の3ヵ所である。

4．4　各属の関係

花崩岩と珪砂一粘土暦は1見漸移的関係にあるが，少な

’
く とも1部分では基底礫岩として花嵩岩礫が存在する。

花歯岩礫も粘土および珪砂に豪化しているたあ普遍には

漸移的に見える場合が多し1。礫暦と珪砂一粘土層とめ境1

は不整合関係にあるが，、たいてい李行不整合である。

　堆積暦の軍位は比較的小ざく，’藤岡粘土暦は1堆積軍，

位で，その周辺の小鉱床はそれぞれ別の輩位をなしてい

る。，その他かなり小規模な礫または砂・粘土暦でL軍位．

と見られるものが多くし基盤の凹所に多数の小堆積暦が・

別に生じたものと考えられる。

5．鉱　’床

5．1藤岡本鉱体

地域り中心をなす粘土・砂暦で丘陵地の高所に存在し，．

N40。E方向に長いレソズ状で延長900m・幅300叫中；

央部の厚さ25m以上を有する。地層全体はほとんど水、、

李に近いが・輝よび東側では基盤が上り・南および西F

側では下りの勾配を示し，北東端では最大10。の傾斜を

有し，地層もその附近では5。位の傾斜を示している。

地層は上部から礫暦・木節粘土を含む蛙目粘土層・珪珍
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暦の順に堆積するぴ

　5、1．1礫層最

大厚さ2晦あ．ゆ凝
に山丙鉱山・共立御

『
作 鉱山・小島鉱山等

の御作側（東側）で

は，大牛剥土されて

いるが山永鉱山・藤

岡鉱山一幣には未だ

平均厚さ王5m．余の

礫暦が残存してい
る0

　5．1．2蛙目粘土暦

　礫暦とは不整合，

下部の砂層とは漸移

『関係にある。山永鉱

山附近が最も厚く，

15m余の暦厚を有

する。

　粘土は砂質部分が

不規則に発達し，下『

部に向うに從つて次

第に多くなり途に砂

暦に移行する。水酸

イヒ鉄に．よる汚染は一

般に少ないが，概し

て砂質部分に不規則

に集中している0

　5．1．3　木質粘土

暦木節粘土は3層

存在しているが，そ

の存在は部分的であ

るo

　上部粘土暦：鉱床、

全体の大体中央に当

る．藤岡鉱山切羽・

山永鉱山切羽を含む

直径150m位の範
囲の最上部（礫暦の

直下）に発蓬する木

片を含む黒木節で，

厚さ約1m，砂質で

低品位である（SK28

位？）る

　中部粘土暦：上部

茉占土層と1部分重な

22」（316）
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　　つてその東方に発達しほぼ向様の拡がりをもつ白木節

　　　で，厚さ1．5m，礫層下底から約4m下方，すなわち蛙

　’　目粘土層と下方の珪砂層との中間に発達するもので，

　　・上・下の地層とは漸移関係にある。蛙目粘土の原鉱とし

　　　て採掘されている。

　　　下部粘士暦：、中部粘土暦の北方，一小島鉱山を中心と

　　　して最上層に発蓮するので・・ゴ既にほとんど採掘しつくざ

　　　れており，笑見し得ない。拡がりは上・中粘土暦とほぼ．

　　　同檬，厚さ工mほどの良質黒木節であつたといわれる。

　　　5．1ド4珪砂層　上部の蛙目粘圭層から漸移して基底

　　　に至るもので，下部挙よび題辺に至るほど砂粒は細かく

一　　　なり（直径5mm程度のものがある），かつ未風化長石ゼ

　　　珪岩の細礫を含むようになる。厚さは最大10mを越え

　　　るものと思われるが，現在確認される所では0耶が最

　　　大である。

　　　5．2　藤岡本鉱体周辺の粘土または珪砂層

　　　5．2．1山磯鉱山附近　藤岡本鉱体の南にほとんど連

　　　：なり，，水準はやや低位である。東西に長く延長300mジ

　　　南北100m弱，厚さは東部で厚く約14mで・2mの表
　　　土に覆われ，西牛は表土なく厚さ31m1樫度である。地

　　　層は砂暦とキラ層が不規則にレソズ状に互暦したもので

　　　各孚量をしめ，砂層の1部にやや蛙目質の部分がある。
　　ノ
　　　5．2．2　中村鉱山附近’藤岡本鎮体の北部に位し上部

　　　を覆う礫暦は共通であるが，粘土暦は別個のものであ

　　　る。・東西に細長く，尾根上に露出する部分は厚さ1～2

　　　m程度で，西端の厚さ3mの礫層に覆われる部分のみが．

　　　厚さ約5画あつて，直径30mの拡がりを有するρ全体

　　　に砂質で部分的に蛙目粘土質のレyズを來有している。

　、　　5．2．3　（仙）鉱山・山本鉱山附近　飯野一御作縣道をへ

　　　だて藤岡本鉱体の北方にあたる。上部礫層は北西方へ大

　　1きな拡がりを有するが，粘土層は縣道浩いの斜面の直径

　　　■00mの範囲内に存在するに止まつているQO礫層の厚さ

　　　7m以内，粘土層は3パ6m砂質蛙目粘土で，キラの

　　　挾みを有する。

　　　　5．2．4中部原料山附近　5．2．3の北東500血にあた

　　　る南向斜面に存在しており，礫層の厚さは4m以上であ

　　　る。粘土層はキラを含み中心部で8mの暦厚を有して

　　　いる5全体として粗粒の砂よりなり未風化長石を含有す

　　　るが，上暦部は中粒の良質な砂暦である。拡がりは不確

　　　実ではあるが直径100m程度と見られる。

　　　5．225鈴木山　5・名・4の東方に連なる地幣で礫暦を

　　　欠き，直径100mの範囲に厚さ2〃3mの砂暦の露出

　　　がある。キラの挾みを有する。　　　　・

　　　5．2．6土本山附近　飯野・木漂縣道の中央南側にあた

　　　る。大きな礫層の東北端の1部に当り，北西』南東方向

に約150mの露出があるo礫暦の厚さは約5m，キラの

挾みを有する粗粒砂層で，最厚7m，1部に蛙目粘土が

不規則に発蓬するも

　5．2．7深見鉱床　藤岡本鉱体り西方深見の東方500

mにあたる。この鉱床は，．その1端が試掘されたのみ

であるが他鉢床と異り礫層（切羽附近で3m）の下部に

上から白木節（30cm）・黒木節（30じm）・白木節（50cml

の順に発達じ，その下部にはキラ暦が見られる。走向N

20’｝30αE，傾斜30。Wで，この附近の地暦としては最

も著しい急傾斜を示している。鉱床は西方で地下深部に

連続するものと推測されるが，上部の礫暦もこれに從つ

てかなり厚さを増すものと、思われるα

　以上の諸鉱床を見ると，藤岡本鉱体の周囲に発蓬する

粘土層は大体直径100m，厚さ6m程慶のものが多く，

深見鉱床以外はいずれもキラを含む砂麿または砂質蛙目

粘王暦で・本鉱体の周辺部分と類似の性質を有してい

る。深見鉱床のみは本節粘土暦で全く悔質を異にし，む

，しろ南方の猿投粘土の地域のものに類似している・

6．一鉱　　石

　曄岡鉱山産の粘壬鉱ほ大体におヤ・て砂質で・その1部

が蛙目粘土質であり』木節粘土暦は部分的にも低品位で

あるq，

　6．1蛙目粘土麿の鉱石r

　標式的の蛙目粘土暦と称し得るものは存在せず，藤岡

本鉱体では周辺を除く，上孚部に不規則に蛙目粘土質の

部分が存在しているに過ぎない。また馬囲の小鉱体では

層全体にわたり不規則に蛙目粘土質の部分があり，容量

比は全鉱体の1／4以下を占める程度である。採掘に際し

ては砂質部を含めて蛙目粘土として探取し，水簸して珪

質砂および水簸蛙目製品としている。鉱体の下孚，周辺

部では蛙目粘土を目的として採掘することは不可能であ

る○

　小鉱体の場合には，蛙目粘土質の部分と砂質部分とを

1切羽で選別している。　　、　二

　本鉱体の上宇部より壼出する鉱石の水簸実牧率は，大

体次の通りである。

一ll響灘欝編
　鉱体の下牛部より産出する鉱石の本簸実牧率は未亮現

『われていないが，珪砂が若干層加し，粕土分が著しく低

下するであろうと予碧される。

水簸物め分析値の例は次の通りである（藤井鉱業研究所
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●

珪砂30メヅシュ下　　　　　　　石粉80メッシュ下S三〇2　　　　1　Fe203　、，　　S！02　　　　　Fe203　　戸

90。09

93・2与

91．07

92．46

94．79’

92．72

『
0 ．16

0．087

0．16『

0．138

0．10

0，11

92．86し

94．10’，

93．49

08

95．37

95．80

0．03

0．04

0．046

0．06、

0．05．

0．G6

A㎏・牟粘讐33晦1騰（S～器興火観

分析）。

6．2珪砂麿の鉱石

32．95　　　51．83　　　1．17

』
3 2。41　53．39　1．27

33．46　　　53．97　　　1．36

32．80　　　52．47　　　1．08

　本鉱体の周辺および下孚部は現在稼行していないが，

周辺部は職時中，鎗物砂用として採掘されたことがま、

る・いず縄粗齢，長石を混え・やや噺が多いの一

で，蛙目粘土暦中の蛙砂に比し品位の低下はまねがれな

　い・，特に周辺部マは珪岩の小礫を混える傾向があり・ガ

　ラス用には不適当と見られる。

　6．3　周辺小鉱体の鉱石

　・本鉱体に比しキラの挾みが多いが，鉱石はやや砂粒に、

富む程度で，他の性質はぎわめて類似して恥る。

　木節粘土：本鉱体中の黒木節は品位低く現在は廃石

　として処理されている。白木節は蛙目粘土と混じて処理

　される。一

　深見鉱床のものは現在零頭部で品位が確定しないが中

位（SK30・》32）程度ど見込まれ為。

　　　　　　7‘鉱　量
へ　推定鉱量を表記すれば次の通りでおる曼

　7．1藤岡本鉱体

　蛙目粘土を含む珪砂亀60万t（このうち大部分は藤岡

鉱山鉱区内に存在する）

　：珪診を主とする部分　90万t

　殉7．2　山磯鉱山附近（大部分珪砂・キラを除く）

　10万t
　7，3　中村鉱山附近（珪砂および蛙目粘土）

　1万t
　7・4　（仙）鉱山，山本鉢山附近（珪砂おまび蛙目粘土）P

　3万t
　7．5．中部原料山附近（大部分珪砂・ギラ暦を除く）

33．45　　　51。92　　　1．50’

31．82　　　54．14　　　1．27

　6万t
　7．6　鈴木山附近（大部分犀砂）

　2万t
　7・7　土奉山附近（大部分珪砂）

　10万t
・　7。8　深見鉱床

　予想鉱量数万t

　　　　　8．採掘および水簸

　採掘はこの種の鉱床に普通の露天掘で火藥を使用せ
ず・礫暦の排土を行つたのちツルハシ等さ精土砂暦の操

掘を行う。

　牛寺に藤1岡舘山のみは，探掘に際して先端の轡曲した＝ゴ

ールピヅクを使用して高能率を挙げているのが注目され

ブ

《）O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　水簸は藤岡鉱山・山永鉱山・共立御作鉱山・山磯鉱山・山

丙鉱肉は現地に專用水簸場を有し，他鉱山では瀬戸方面

に二原土のまま出荷する。

　藤岡鉱山における水簸工程は次の通りである。

　　　粘土　　　探鉱　　　珪砂
　　　　　　　　i
　↓　　　　　　　　　　↓一
原土置場　　　　一→　砂洗場　→一原砂置場』

＼

　↓・
麗絆機

　↓
キラ取場（水路）

　墨
洗澱タソク

　↓
フイノレタ戸プ・レス

　↓
乾燥、
　尋蛙目粘土製品

　↑・
　原砂乾燥

　↓
チュー・ブミル

　↓
　砂製品

9．現　況

鋤矧
藤　岡

事業主

藤井鉱業
　（株）

』人「則

採掘43
工場100

設備1
永簸工場』
コー、ルピツ，ク

　　5－7台
コソプレッサ65正P

26年度李均月毒重

A粘土
B粘土
珪砂
石粉

300・
200
700
550

仕向痢用，途1
各地　　　1陶磁器東海炉材外　　　　1耐火煉瓦、

徳永ガラ久　　　1板だラス・

各地・　　 ガフス

その他
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鉱山名

’
山
　 内

共立御作

。事業主

山丙増市
外』

共立窯業・
原料（株）

山　永 永井松夫

山　磯

小、＼島

安　藤

中　村

加藤義実

（仙）

山　本

中部原料

鈴　木

土　本

三光窯業
　（株）

小島一枝

安藤正三

中村米吉

加藤義実

板吉一

山本武

中部原料

鈴木隆響

土本某？

’
、 人員

採掘20
工場7

工場14

探掘，8
工場23’

採掘5

操掘5

n．d．

採掘5

採掘、6

設　 備

水簸工場

，水簸工場

水簸工場

水洗工場

26年度平均月産t

水簸蛙目

原土
．珪砂
珪濁

70
200
170
70

フk簸蛙目　　SK34

〃

〃

珪砂

　50
SK33
　55
SK32
　10350

特蛙目（微砂5％）

　　　40並蛙目（微砂10％）

　　　100珪砂　 工70

珪粉　 100

原砂　 500

原土　　50
原砂　’200
外にカオリソ20

n．d．

原砂　 200

原’砂　　40

仕向矧
伊奈製陶外
共立窯業
三河中垣外
日陶外

目本陶器

不二見焼タイル外

山内鉱山外

山内鉱山成田工場

L∫懲外
瀬戸方面
大阪東京各地

自家工場　（瀬戸）

瀬戸方面
笠原方面

瀬戸方面

用剖其他
タイル

珪’糧
、陶磁器

磁器
タイル

ガラス

一陶磁器

珪粉
ガラス

ガラス
1その他

・珪粉

瀬戸方面

調査当時
一時休山

調査当時
休山

調査当時
休山

休山
開発準備中

調査当時
一時休輿

10。結　語

藤岡鉱床は猿投山を中心とする蛙目・木節粘土地帯の

東端をし1める鉱床で，その面積は必ずしも最大のもので

はないが，木節粘土がほとんど発達せず，その大部分が

砂質蛙目粘土であることと，中心部の暦厚が著しく厚い

点に特徴を有する。．

、鉱石の性質は典型的蛙目粘土ではなく，むしろ大部分

珪砂と云つてよく，その上孚中心部に不規則に蛙目粘土

質部分の発達があるもので，他の蛙目粕土鉱山に沈レ，

珪砂の産出が多い。

珪砂は鉱床周辺および下孚に大量に存在し，鉄分少な

く良質であるが，陣屋珪砂等に比し長石分多いので現在

板ガラス用としては多く利用されていないが，将来この

方面にも使用されるに至るものと思われる。

御作側は下孚の珪砂だけ幾つており，他はかなり掘り

つくされているが，西牛の藤岡鉱山側は珪砂・蛙目粘土

ともに未だ未開発地帯が残され，今後とも大量生産に堪

えるであろうρ

藤岡本鉱体を取りまく鉱床は，いずれも本鉱体に比し

小規模であるが，類似の性質を有しているので，今後ど

も中規模の出荷を続けうるであろう。また深見木笛粘土

鉱床の鉱石は中品位であるが今後の探鉱により1かなウ

の発展性が認められる。　　（昭和26年11月調査）
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